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この社協だよりは、赤い羽根共同募金助成金が使われています。

　新年のご挨拶を申し上げます。
　日頃から音更町社会福祉協議会の運営ならびに事業活動に対しまして、ご理解と
ご支援を賜り誠にありがとうございます。
　昨年は、元日に能登半島地震が発生し、今なお復旧が進まず日常生活に支障をきたしている状況であ
るとの報道を見聞きします。被災された皆様には、改めてお見舞い申し上げるとともに、一日も早い復
旧・復興をお祈りいたします。
　さて、本会の事業に関しましては、昨年、令和４年度に作成した「第１期音更町地域福祉実践計画」
の中間評価を行いました。本計画は「おとなも子どもも ともに支えあい ふれあって けんこうに暮ら
そうースマイルタウンおとふけー」を基本理念とし、４つの基本計画に15の実践目標と45の実践計画
からなる４か年（令和４～７年度）の年次計画です。
　本年は、この計画の最終年度となります。計画に掲げた目標の実現を目指すとともに、これまで以上
に町民の皆様に必要とされる社会福祉協議会となるよう役職員一同努力する所存です。
　今後も町民の皆様の更なるご支援とご協力をお願い申し上げます。
　結びに、本年が皆様にとって幸多き一年となりますようご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　「おとふけ福祉フェスタ2024」を令和６年11月２日に開催いたしました。
　当日は町内関係機関のご協力をいただきながら、つばさバンドによる開幕演奏、本会会長表彰・感謝
状贈呈式、福祉映画の上映、介護用品の展示・体験、おさがり品譲渡会、赤い羽根共同募金特別企画な
どを実施しました。

本会で実施している事業ついて、随時情報発信をしています。
ぜひご覧ください。本会ホームページからもご覧いただけます。
→ http://otofuke-shakyo.jp/　スマートフォンの方はこちらから。→

新年のあいさつ 音更町社会福祉協議会
会　長　植 田  公 明

＜共同募金特別企画＞ ＜つばさバンド 開幕演奏＞ ＜子育てサロンくるみ おさがり品譲渡会＞

Instagramで

情報発信中

………おとふけ福祉フェスタ2024を開催しました………
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　本会と音更町柏寿協会、ことの葉おとふけの共催で地域農園「話花」・「ことの葉」を開設しています。
アドバイザーの平田さん、坪さんのご指導のもと、今年も楽しく作業できました。

　高齢化が進む中、医療・介護の負担も増大しています。その対策の１つとして、これまで以上に地域
の中の支え合いの仕組みが重要になってきます。
　本会では、支え合いの関係づくりのために地域の皆さんが集まり交流する場づくりを推進しています。

　地域住民の有志によって取り組まれ
ている「みんなでラジオ体操」（雄飛
が丘南公園）と「おはよう広場」（音
更町総合福祉センター前）の２つのラ
ジオ体操の活動も６年目となりまし
た。今年度も無事に終了しました。

・場　所：音更町総合福祉センター大集会室
・日　時：奇数月第４金曜日　10時～12時
　　　　　（今後の予定：１月24日、３月28日）
・参加費：200円（お茶菓子、飲み物代として）

サロンの情報は
こちらから

　自宅や身近な地域会館を会場にして、参加者全員で内容を決めて運営してい
く仲間づくりの交流活動です。現在、町内21か所でそれぞれ活動しています。

住民同士の支え合いの仕組みづくり住民同士の支え合いの仕組みづくり

町内各地域で
行われている
地域交流サロン

町内施設の職員や
利用者、地域住民と
一緒に畑作業

みんなが知っている
ラジオ体操で交流

「誰でも安心して、楽しめる居場所」
「地域の皆さんがつながる場」を

目指してカフェ開催

　社協に登録するコミュニティ
サポーターが運営するカフェを
２か月に１度開催しています。
年齢、障がいや認知症の有無な
ど問わず、どなたでも気軽にご
参加ください。
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　町内でボランティア活動している団体・個人、ボランティア活動に興味がある方に参加いただき、
ウエス作りをしました。お話をしながら作業を行い、楽しい交流の時間になりました。

　今年度の登録研修会を開催しま
した。事業説明に加えて、ボラン
ティア受入施設（子育て支援セン
ターすずらん、在宅老人ケアセン
ターらんらん）のご担当者様をお
呼びして、活動の様子を説明いた
だきました。

≪ボランティアセンター≫≪ボランティアセンター≫

今年度は８月22日から10月２日の間、毎週木曜日に全７回開催しました。
音更町、幕別町、池田町の３町での合同開催で、音更町は７名の受講者が全講義を修了しました。
次回の市民後見人養成研修は令和８年度に開催予定です。

市民後見人養成研修とは
　認知症や知的・精神障がい等により判断能力
が十分ではない人の権利を守るため、財産管理
や日常生活でのさまざまな契約等の後見業務を
行うことができる知識・技量を備えた「市民後
見人」を養成する研修です。

令和６年度 音更町市民後見人養成研修が修了しました

「ちょこっとボラの時間」
開催

生きいきポイント事業
登録研修会開催



4

第６号

音更町
老人クラブ連合会会報

令和６年５月現在

クラブ数　40 クラブ

会員数　 2,010 人
男性 849 人

女性 1,161 人
問い合わせ先：社会福祉協議会

十勝地区老人クラブ大会・リーダー研修会

　10月９日（水）～ 10日（木）十勝川温泉を会場に「令
和６年度十勝地区老人クラブ大会・リーダー研修会」
が開催されました。
　本町からは28名のクラブ会員が参加しました。式典では、こまば万年青会の塚本明雄さん、東部福
寿会の吉田信子さんがそれぞれ十勝地区老人クラブ連合会功労者として表彰されました。

全道老人クラブ大会

　10月23日（水）帯広市民文化ホールにおいて、
「第59回全道老人クラブ大会」が開催されまし
た。本町からは10名のクラブ会員が参加しまし
た。北海道文化放送の情報番組「みんテレ」で天
気コーナーを担当されている気象予報士の菅井
貴子さんより「シニアのための災害への備えと心構え」の講演をいただいたほか、式典では、十勝地区
老人クラブ連合会功労者表彰に引き続き、こまば万年青会の塚本明雄さん、東部福寿会の吉田信子さん
の両名が全道老人クラブ功労者として受賞されました。　

シニア学級合同文化祭

　11月14日（木）音更町主催の「音更町シニア学級
合同文化祭」が音更町文化センターにおいて開催さ
れ、音更町老人クラブ連合会役員、単位老人クラブ会
長等で構成されたメンバー 33名が出演しました。ス
テージでは当日まで練習を重ねた「赤とんぼ」を合唱
し、素敵なハーモニーが会場を包みました。

＜老人クラブへの加入について＞
　老人クラブは60歳以上の方であれば、どなたでも加入できます。
　●「単位老人クラブ」は基本、ご自宅から近くの範囲で組織されています。
　●クラブ会員は随時募集しています。
　●体験参加も可能です。　興味のある方は、お気軽に事務局までお問い合わせください。



5

～単位老人クラブの活動紹介～

　万年青会では、冬期間毎週火曜日に駒場老
人憩いの家で、情報交換を兼ねておしゃべり
やカラオケ、麻雀などを楽しんでいます。
　ゲームのモルックやパークゴルフセットな
どを手作りしたのは、類家邦夫さん（84）。
　カラオケでは、西原国昭さん（85）が、
スマホのアプリから楽曲を検索して楽しん
でいました。
　現役時代の知識や技術を活用し仲間と楽し
さを共用して貢献しているのが素敵でした。

「知識や技術を生かして共用」
こまば万年青会（藤川 幸二会長、会員32人）

　 ９ 月27
日㈮に会員
20名 が 集
まり木野コ
ミ セ ン で

「 敬 寿 会 」
を開催。ピ

アノ・バイオリンで北海道に馴染みがある曲
など生演奏で聴かせていただきました。また
格付クイズ形式で高額バイオリンの音色当て
をしました。アンコールでは、懐かしい楽曲
に心を打たれました。
　最後に最高齢者・木戸さん（95歳）
とじゃんけんゲームをし、皆さんと
楽しい時間を過しました。
　会食にはまだ至らずお弁当・お菓子をお土
産とし解散しました。

「楽しい音色ともに」
木野新町ひまわり老人会（能手 勝吉会長、会員34名）

　３月27日に令和６年度の総会を開催し、
併せて札幌東徳洲会病院より後平 泰信医師
を講師に招き、「睡眠時無呼吸症候群」につ
いての出前講座を開催しました。
　睡眠時無呼吸症候群は、睡眠時に呼吸が止
まる、または浅く弱くなる病気で、脳卒中や
心筋梗塞、高血圧などの合併症を引き起こす
危険性もあります。受講した会員は皆、熱心
に講義に耳を傾け、それぞれが見聞を深めま
した。
　他にはクラブの活動として、地域の清掃
活動にも
積極的に
取り組ん
でおりま
す。

「出前講座で見聞を深める」
平和老人クラブ（川口 寛幸会長、会員63名）

　現在の会員数は33名と少ないですが、１
月は定期総会や新年会、５月は花見、９月に
勧楓会、11月には忘年会で集まってます。
　その会ではモルック・ビンゴゲーム等を
してみんなで盛り上がり、その後は会食に
移り和気あいあいと楽しいひと時を過ごし
てます。
　その他には、春に花植えをして、毎月１日
に公園の清掃や花壇の草取りをしてます。
　また３か月に１回、
資源回収など様々な
活動をみんなで行っ
ています。

「人の和を大切に活動を」
木野５区長生会老人クラブ（寺井 国治会長、会員33名）
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　大きな災害が起きた際に設置される「災害ボランティアセンター」。

　その運営にあたっては、災害ボランティアの力が不可欠です。

　近年、全国各地の災害ボランティアセンターで、インターネットを用いた効率的な運営が進

んでいる中、今回「kintone（キントーン）」と呼ばれるアプリケーションを活用し、実際に、

ご自身のスマートフォンで災害ボランティアの登録・受付等の模擬体験を行います。

　「なんだか難しそう…」と思われる方も大丈夫。非常に分かりやすい内容で、kintoneも簡

単な操作・入力で体験することが出来ます。有事への備えとして、ぜひ参加してみませんか？

申込・問い合わせ　☎42-2400（地域福祉係）

 日　時 　　２月27日（木）午前10時30分から午後12時まで（受付：午前10時）

 会　場 　　音更町総合福祉センター　１階　大集会室（音更町大通11丁目1番地）

 対　象 　　災害ボランティア活動に興味のある町民、関係機関職員　【先着50名】

 内　容 　　説　明「災害ボランティアセンターの概要について」
　　　　　  研　修「kintoneの活用方法・メリットについて」
　　　　　  講　師：北海道社会福祉協議会　地域福祉課主事　谷　早映 氏

 持　物 　　お手持ちのスマートフォン、筆記用具

 申　込 　　お電話または音更町社会福祉協議会窓口にて受付します。

 締　切 　　２月14日（金）まで　
　　　　　  ※定員に達し次第、申込締切とさせていただきます。

令和６年度　災害ボランティアセンター研修会

災害ボランティアセンター運営における災害ボランティアセンター運営における
kintoneの活用方法・kintoneの活用方法・
メリットを知るメリットを知る

参加者
募集！
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　フードバンク事業とは、生活にお困りの世帯に食料品等をお渡しするだけではなく、食品ロス削減に
も寄与しようとする活動です。

農林水産省 北海道農政事務所 帯広地域拠点様

（敬称略）
預託品名 預託者氏名 数　量

お米

国際ソロプチミスト
おとふけ

10 ㎏
お米 10 ㎏
乾麺 5 袋
パックごはん 5 パック
インスタント焼きそば 12 食
お米 木野村　英六 10 ㎏
カロリーメイト 農林水産省

北海道農政事務所
帯広地域拠点

60 個
アルファ米 12 袋
保存ビスケット 60 袋
ドライカレー 釧路地方気象台　

帯広測候所
14 個

水（2ℓ） 10 本
缶詰

音更町役場　
課長会

30 缶
パックごはん 80 パック
レトルトカレー 34 袋
カップ麺 30 食
袋麺 150 食

預託品名 数　量
飲料 33 点
乾物類 17 点
もち 2 袋
パスタ・乾麺 13 袋
袋麺・インスタント麺 2 食
お菓子 35 個
お米 31 ㎏
缶詰 42 缶
スープ 12 点
調味料 13 点
日用品 7 点
日用品（ペーパー類） 50 点
衛生用品 9 点
食料品 段ボール10 箱
商品券 3,500 円分

令和６年８月24日～令和６年11月26日

フードバンク事業フードバンク事業へのへのご寄付ありがとうございますご寄付ありがとうございます

【匿名の寄付】

おとふけ福祉フェスタ
３組の方よりご寄付をいただきました。

11月２日㈯に開催11月２日㈯に開催

●子ども用の紙おむつ
　が不足しております。
●お持ちいただいた品に
　賞味期限が切れている

ものがあります。今一度持っ
て来られる時に確認をお願
いいたします。

～お知らせ・お願い～

★たくさんのご寄付をありがとうございます★

＊フードバンクは、この社会にあふれる「もったいない」を「ありがとう」に変える取り組みです。＊

　公共業務（草取り・草刈・資源ゴミ回収作業等）や、ご家庭から高齢者向きのお仕事を引き
受けて、知識や経験、技術に見合ったお仕事を会員の方に紹介します。
　■原則として町内在住の概ね60歳以上の健康な方であれば会員登録できます。
　■働いた内容に応じ、毎月決められた日に配分金が支払われます。
　まずはお気軽にお問い合わせください。

問い合わせ：高齢者就労センター　☎42-3335

高齢者就労センター会員募集！！
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◎物　品

預 託 者 氏 名 預 託 品 名 数　量

青葉町内会

リングプル

11 ㎏

伊藤　信廣・早川　にこ 1.6 ㎏

大倉　盛男 1.2 ㎏

国際ソロプチミスト 1.4 ㎏

清和町内会 1.5 ㎏

高橋　一子 450 g

南鈴蘭愛生会 18 ㎏

水野　尚樹 ベルマーク 95 枚

中央福寿会 ぞうきん 50 枚

瀬戸　正之 使用済テレカ 6 枚

北海道難病連　音更支部 使用済切手 804 枚

JAボランティア　菜の花 使用済切手 767 枚

綿貫　仁美 ベビー用寝具 一式

匿名（５件） 使用済切手 200 g

匿名（４件） リングプル 3.1 ㎏

匿名（４件） タオル類 86 枚

匿名（１件） ベルマーク 64 枚

◎金　銭 （敬称略）
寄　付　者　氏　名 寄付金（円） 寄 付 金 使 途

生命保険協会 100,000
社協事業

帯広北ロータリークラブ
会長　村上　道隆 10,000

令和6年8月24日～令和6年11月26日＊ご厚志ありがとうございました＊＊ご厚志ありがとうございました＊
預託されました浄財を紹介いたします。　預託された浄財は配分先において有効に活用させていただきます。

社会福祉協議会の各種事業は、会員皆様の会費と寄付金等を主な財源として行っております。
今後とも、ご寄付につきましてご支援ご協力いただきたく、宜しくお願い申し上げます。

＼たくさんのご寄付をありがとうございます／

ご来店を心よりお待ちしております。

令和6年
12月26日木～
令和7年
１月６日月まで

お休みさせて
いただきます。

年末年始のお休みについて
令和６年12月28日（土）～

令和７年１月５日（日）まで
令和６年12月29日（日）～令和７年１月３日（金）の
間は会館が閉鎖されます。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

カレンダー配布について
ご家庭や職場であまったカレンダー、手帳
などがございましたら社会福祉協議会まで
お持ちください。
◎必要な方に無料で配布させていただきます。
配布日（予定）

令和７年１月８日（水）より
（なくなり次第終了とさせていただきます。）

JAおとふけ （玉葱） 160㎏
松井　繁 （じゃがいも） 15㎏
㈲竹中農場 （リーキ） 140㎏
士幌1977 （じゃがいも） 40㎏

共同
募金会
への
寄付

（預託先）
・タオル類・寝具 ➡ 町内施設など
・使用済の切手・テレカ ➡ 北海道ユニセフ
・ベルマーク ➡ 西中音更小学校PTA
・リングプル ➡ プルネット

かきあげうどん・そば 各420円
この時期にぴったり！！この時期にぴったり！！

休日：土・日・祝・休館日
営業時間：
AM10:30 ～ PM15:00

冬の新めにゅ～

喫茶はっぴぃ～
からの

　　 お知らせお知らせ

訂正
社協だより№161（令和６年６月25日）の内容
に誤記載がございましてたのでお詫びして訂
正いたします。

（1）訂正するページ　16ページ
（2）訂正内容　JAボランティア菜の花の寄付品名
　　　　　　　使用済切手 ⇒ 使用済テレホンカード

おとふけ福祉フェスタ・生涯学習フェスタにて
募金された方に寄付いただいた野菜を提供させて

いただきました！


